


































































































































































れは 2D ではなくて 3D なので、例えば僕をそこから撮ったとすると、
















































































































































































































































































　山根　偶然かもしれませんが、ミュージックビデオの 1 本目、2 本
目の作品を観ていると、学生時代から知っている遠山昇司君の作品に

























































































































































































































































































































































































































































































































　先ほどの「NOT LONG, AT NIGHT」で、主人公の彼女の服がけっ
こう印象的でした。最初は真っ白な白無垢な感じで、途中から紫のを
大きく着ます。これは僕の無知さからきているのかもしれませんが、
紫って日本だと昔のお話になってしまうのですが、いちばん権力のあ
る色じゃないですか。白の何もないような状態から、後半で権力のマ
ントのようなものを着るというのは、そういう意図じゃないでしょう
か。
　遠山　なるほど。映画って本当に面白いなと思うのは、毎回毎回い
ろいろな人に見てもらうたびに、いろいろな解釈を僕がもらっちゃう
という。例えば先ほどの浜辺に打ち上げられていた丸いものは、「あ
れはクジラの骨」とおっしゃる人もいたんですね。それは僕の好きな
感想の 1 つですけれど。
　今の話は実は初めて出てきた話で、僕は非常に興味深くて。逆に僕
が興味深くなっちゃってるんですけど。確かに言われてみれば、あれ
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は権力という……。パワーが無機質なものから有機的に、という意図
が僕はあります。まず、それはありました。だから音楽も、映像も、
主人公も、冒頭からラストにかけて無機的なものから有機的なものに
変えていっています。それをスライドさせていく。その中で服もそう
いうことで。あの服はデザイナーが作っているので、デザイナーにそ
ういう意図は説明しています。まさに玉もそうですけれど、デザイナー
が解釈して作り上げるものですから、その解釈によって生まれている
産物なんですね。
　なので、今のように紫は確かにパワーアップしている感があると
思って、「あ、おれは間違っていなかった」という自信につながった
という話なんですけどね（笑）。
　質問者 4　ありがとうございます。
　大嶋　だいぶ時間も押してしまいましたので、ほかにないようでし
たら、ここで終わらせていただきたいと思います。大丈夫ですか。
　それでは、ずいぶんと長い 1 日となりましたけれども、三部構成で
お楽しみいただきました FIC オープンセミナー、そろそろお開きにし
たいと思います。今日は作品をもって企画にご参加いただいた、映像
作家の丹修一さん、同じく遠山昇司さん、それから映画に出ていただ
きまして、ご挨拶まで賜りました玉井さん、ありがとうございました。
　丹・遠山　ありがとうございました。
　大嶋　学部のほうからは、まとめ役としてご参加いただきました山
根先生、感謝申し上げます。山根研究室からは実行スタッフとして、
学生さんが 3 名参加いただきました。私の研究室からも、スタッフと
して 3 人出ております。出だしが技術的にトラブりましたけれども、
つつがなく終えることができてホッと胸をなで下ろしております。
　ご登壇いただきましたお三方、それから会場で最後まで参加いただ
きました皆さん。何か学会の最後みたいですけれども、それからこの
会の実行に手を貸していただいたスタッフの皆さん。皆さんに感謝を
して、拍手をもって終わりたいと思います。本日はありがとうござい
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ました（拍手）。お差し支えなければ、コメントシートにご意見など
を頂けるとありがたいです。よろしくお願いいたします。どうぞお気
をつけてお帰りください。
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